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事務事業評価シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要
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3

4

５．今後の方向性（担当室による内部評価）

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画
特定健康診査や特定保健指導、生活習慣病予防、重
症化予防など被保険者への健康づくり事業を実施する
ことで医療費適正化に努めます。また各地域の市民セ
ンターなどを会場に実施している集団健診では、地域
づくり組織と連携し、広報・啓発や会場確保など身近で
受診できる体制を整えます。
これら保健事業をとおし、健康寿命の延伸を図ります。

H.28年度（事業量・取組実績） H.29年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・被保険者数　　18,818人

・保健事業費    101,120千円
<内訳>
･特定健診        59,049千円
･国保重点事業    9,779千円
･保健衛生事業  31,290千円
･保健事業          1,003千円

特定健診の受診率向上
　39.0％(速報値・未確定)
　※前年度37.7％

健康づくりﾎﾟｲﾝﾄ制度の試行
的実施

・被保険者数　　18,400人

・保健事業費    115,573千円
<内訳>
･特定健診         63,996千円
･国保重点事業   15,253千円
･保健衛生事業   35,314千円
･保健事業          1,010千円

特定健診の受診率
　40％(目標値)

健康づくりﾎﾟｲﾝﾄ制度の本格
実施

生活習慣病予防対策　ほか

H.30年度(事業計画) H.31年度(事業計画) H.32年度(事業計画)

･特定健診
･国保重点事業
･保健衛生事業
･保健事業

健康づくりﾎﾟｲﾝﾄ制
度
生活習慣病予防
対策　ほか

･特定健診
･国保重点事業
･保健衛生事業
･保健事業

健康づくりﾎﾟｲﾝﾄ
制度
生活習慣病予防
対策　ほか

･特定健診
･国保重点事業
･保健衛生事業
･保健事業

健康づくりﾎﾟｲﾝﾄ制
度
生活習慣病予防
対策　ほか

事業内容

(H.29)No. 7006-2 (H.28)No. 7006

事務事業名 保健事業費（国民健康保険特別会計）
会計区分 事業コード

国民健康保険特別会計 （中事業名）※予算書事業名

保健事業費 -

担当部局名 担当室名 室長名 - （小事業名）

地域福祉の充実
被保険者一人ひとりが健康でいきいきとした日々を送
れるように健康づくり事業を推進します。

施 策 社会保障

重点プロジェクト

市民部 保険年金室 大西　哲 - -

総
合
計
画

政 策 支え合い健康でいきいきと暮らせるまち 事業目的（めざす効果）

基本施策

H.30年度(計画予
算)

H.31年度(計画予
算)

H.32年度(計画予
算)H.27繰越分 H.28現年分

①直接事業費 101,120千円 127,000千円 139,000千円 153,000千円

H.28年度（決算見込） H.29年度(作成時予算額)

H.28繰越分 H.29現年分

115,573千円

人
工
数

職員 1.79人

国･県支出金 33,028

68,092

内
訳

(

千
円

)

その他（保険税ほか）

7,500千円 7,600千円 7,700千円

①+②総事業費 0千円 107,308千円 134,500千円 146,600千円 160,700千円

0千円 7,392千円

0千円 122,965千円

②概算人件費 0千円 6,188千円

2.00人 2.00人 2.00人

臨時職員等 0.51人 0.62人 0.62人 0.62人

2.00人

0.62人

35,000 38,000 42,000

地方債 0 0 0 0

31,914

0

92,000 101,000 111,000

一般財源 0 0 0 0 0

83,659

0 0

 【選択肢】
　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合検討、休止検討、廃止検討、事業完了（予定含む）

継続（現行）

今後の対応方針（課題解決への取組内容、具体的な見直し内容、継続の理由等） ６．事務事業の取組に関係する市の計画

｢第二期名張市特定健康診査等実施計画｣及び｢名張市データヘルス計画｣のいずれもが平成29
年度で終期となります。このことから平成30年度からの新たな計画を策定し、被保険者の健康増
進に向けた保健事業に取り組みます。また平成28年度試行的に実施した健康づくりポイント制
度を各部と連携のもと、本格実施し更なる特定健診の受診率向上を目指します。

名張市特定健康診査等実施計画
名張市データヘルス計画

４．担当室による事務事業の点検

特定健診の受診率向上のため福祉子ども部等と連携して健康づくりポイント制度「名張ケンコウマイレージ」を試行的に実施するとともに、市内
全ての地域づくり組織と協働し地域での集団健診を行いました。その結果もあり前年度より約2ポイント(未確定)上昇するものと見込んでいます。
引き続き、被保険者へのインセンティブを強化し、健康への関心を持ってもらう仕組みを構築する必要があります。合わせて、｢第二期名張市特
定健康診査等実施計画｣及び｢名張市データヘルス計画｣に掲げた目標達成に向け受診率の向上に努めます。

考察（H.28年度の取組評価、課題、施策への貢献、市民との協働など）


